
長瀞秋の七草寺案内 

 

撫子の寺 不動寺 

本尊は不動明王を含め、五大明王を祀っている。この不動明王は昔から一願

成就の信者が多くあり、一年に一つだけの願い事をすると必ず成就すると言わ

れ、境内には、カワラナデシコやトコナツナデシコなどが咲く。花言葉は「深い愛

情」 

見頃＞7月上旬～9月中旬 

交通＞長瀞駅下車徒歩 15分 

 

女郎花の寺 

本尊は不動明王が祀られている。寺宝は弘法大師作と伝えられる秘仏薬師如

来像があり、他に約３億年前の秩父古生層から発見され、珍重崇敬されている

岩猿が祀られている。 女郎花は、丈が 1ｍ前後になり、小さい鮮黄色の花をつ

ける美しい花である。 

見頃＞7月中旬～9月上旬 

交通＞野上駅下車徒歩 10分 

 

藤袴の寺 法善寺 

本尊は阿弥陀如来だが、他堂から移された諸尊像も数体安置されている。そ

の他に、寺宝として裏山に採掘自然銅があり、隠れた名物となっている。 境内

には芳香を漂わせ、淡紅紫色の小さい花を咲かせる。花言葉は「他人の恋の

相談役」 

見頃＞9月上旬～10下旬 

交通＞野上駅下車徒歩 15分 

 

桔梗の寺 多宝寺 

本尊は十一面観世音菩薩。脇侍に不動明王と毘沙門天を祀っている。境内に

植えられた桔梗は、早生と晩生があり、７月上旬から９月上旬まで白と紫色を

した桔梗がかわるがわる咲きそろう。花言葉は「清楚な美しさ」 

見頃＞7月上旬～9月上旬 

交通＞野上駅下車徒歩 10分 

 

 

 

 

 

 



 

萩の寺  洞昌院 

本尊は不動明王で、この辺りでは珍しく奥の院があり、昔は隆盛を誇っていた

らしい。 萩は、秋の七草の中でも大変種類が多く、山萩、白萩、宮城野萩、屋

久島萩、夏萩などがある。丈は１ｍから２ｍ前後、たくさんの小さい紅色や白い

花が愛敬よく咲く。 

見頃＞7月中旬～10月下旬 

交通＞野上駅下車徒歩 20分 

 

 

葛の寺  遍照寺 

本尊は役行者神変大菩薩で、木製寄木つくり、等身大の尊像を安置している。 

つる性の宿根草茎は１０ｍ以上も伸び、素敵な香りのする花が咲く。境内右側

には、葛のトンネルがあり、一帯を甘い香りで覆い尽くす。 

見頃＞8月中旬～9月上旬 

交通＞野上駅下車徒歩 40分 

 

 

尾花の寺  道光寺 

本尊は釈迦如来で、祀られている像は身の丈一尺二寸。作者は、かの運慶の

作と伝えられている。尾花は一般には、ススキやカヤと呼ばれて野原ではよく

見かけるが、本堂にある尾花はそれより立派で、丈は 1ｍから 2ｍになり、穂が

獣の尾のような形をしている。 

見頃＞9月上旬～10月下旬 

交通＞樋口駅下車徒歩 10分 

 

 



 


